
1

3 アルケンの水素化とHXの付加

水素化反応

 シン付加

Pd／C（パラジウム炭素）
触媒（他にもPt, Ni, Rh等）
Pd／C（パラジウム炭素）
触媒（他にもPt, Ni, Rh等）

付加する２つの原子（団）がC=Cの
同じ面から結合
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プロトン化 カルボカチオン中間体
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3 アルケンの水素化とHXの付加

位置選択性の傾向

Markovnikov（マルコフニコフ）則

プロトンが、アルキル置換基の少ないCに結合

 カルボカチオンの安定性と関連

水和反応（求電子水和）

H2SO4等
アニオンの
求核性低い

H2SO4等
アニオンの
求核性低い

 Markovnikov則に従う
 H+が消費されない（触媒）
平衡反応（逆反応：脱水反応）


